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平成24年第2回定例会は6月21日から7月3
日までの13日間の会期で開かれました。
この定例会には、区長から定期予防接種費や旧
学童クラブ耐震補強工事費負担金などを計上した
補正予算を含む26件の議案と報告8件が提出さ
れました。
これらの議案はいずれも原案のとおり可決され
ました。
また、議員からは「北朝鮮による日本人拉致問
題の早期解決を求める意見書」が提出され、全会
一致で可決されました。意見書は関係機関に送付
しました。
この定例会の会議録は、9月中旬にできあがりま
す。詳細は、区議会ホームページ、お近くの図書館、
コミュニティ図書館、または区議会事務局でご覧
ください。
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205 号の
主な記事

議員から出された議案
－意見書は各関係機関に送りました－

●北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（全会一致）
　〔衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、内閣官房長官、拉致問題担当大臣　あて〕
　昨今の北朝鮮の状況から、今が救出の好機となり得ること、
また、政権移行に伴う混乱により被害者の安全が脅かされる
危険も考えられることから、今年を勝負の年として、全精力を
傾けすべての拉致被害者を早急に救出するよう国に求める。

議員の寄附行為の禁止を徹底します
　公職選挙法では、金額の多い少ないにかかわらず、議員の選挙
区内での寄附を禁止しています。例えば、祭りや盆踊りなどの地

域行事や、学校行事に際しての寄附、
出産・新築などの祝金、病気見舞品
も禁止されています。
　また、区民が議員に対して、寄附
を求めることもできません。
 　区民の皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いいたします。

中
元

第 2回定例会日程
6 月 21日 ……………議案上程、委員会付託
 25 日 ……………代表質問、一般質問
 26 日 ……………一般質問
 27 日 ……………議案審査
 28 日 ……………請願 ･陳情等の審査
7月　3日 ……………委員会報告及び表決

第 3回定例会開催予定
9 月 25 日（火） ……… 本会議（議案上程、委員会付託）
 27 日（木） ……… 本会議（一般質問）
 28 日（金） ……… 本会議（一般質問）
10月 1・2・4・5・9日
 10・12・17日
 18 日（木） ……… 常任委員会（議案審査）
 19 日（金） ……… 各常任委員会（請願 ･陳情等の審査）
 26 日（金） ……… 本会議（委員会報告及び表決）

※本会議は午後 1時、各委員会は午前 10時開会予定です。
※傍聴の手続きは、本会議は開会日当日の正午以降、各委員会は開会日当
日の午前8時30分以降に区議会事務局で先着順に受付をしています。
　なお、定員がありますので詳しくは区議会事務局までお問い合わせ
ください。

決算特別委員会

選挙管理委員と補充員の選挙
　7月 3日に 4年の任期が満了となる選挙管理委員とその補充員の選挙が
行われ、次の方々が当選されました。
　この選挙は、地方自治法第 182 条第 1項及び第 2項の規定により議
会が行うものです。
選挙管理委員
井　上　幸　男　　（新）
春　山　仲　次　　（新）
小　泉　敏　夫　　（新）
井　桁　秀　夫　　（新）

（新）は新任
（再）は再任

同補充員
菅　野　勇　夫　　（再）
鈴　木　久　四　　（再）
飯　倉　義　明　　（新）
河　野　行　博　　（新）

「北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決
を求める意見書」を関係機関に提出

総合レクリエーション公園 「虹の広場」総合レクリエーション公園 「虹の広場」
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区長から出された議案
●予算
　•平成24年度江戸川区一般会計補正予算（第1号）

定期予防接種費や旧学童クラブ耐震補強工事費負担金など2億5260
万1千円を追加し、総額2191億9092万8千円とする。

●条例（新規）
　•江戸川区暴力団排除条例 ※1

暴力団排除活動の基本理念を定めるとともに、区及び区民等の責務、
暴力団排除活動を推進するための措置等を定める。

●条例（一部改正）
　•公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 ※2

一般財団法人えどがわボランティア協会に職員を派遣するとともに、
派遣期間中の職員に対し、区が直接給与を支給できる規定を設けるほ
か規定を整備する。

　•江戸川区特別区税条例 ※3
「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のため
の施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」等
の制定及び改正に伴い、特別区民税の均等割の金額を引き上げるほか
規定を整備する。

　•江戸川区事務手数料条例
外国人登録法の廃止に伴い、外国人登録に関する証明の事務手数料
の規定を削除するほか規定を整備する。

　•江戸川区住民基本台帳カードの利用に関する条例
住民基本台帳法の改正に伴い、規定を整備する。

　•江戸川区印鑑条例
外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の改正に伴い、外国人登録に
関する規定を削除し、印鑑登録に使用できる外国人氏名の規定を改め
るほか、規定を整備する。

　•江戸川区乳児養育手当の支給に関する条例
外国人登録法の廃止及び住民基本台帳法の改正に伴い、外国人登録に
係る規定を削除する。

　•江戸川区自転車等の駐車秩序に関する条例
放置された自転車等の撤去または移送に係る撤去手数料について、
特別の理由があると認めるときに免除できることを明確化するほか
規定を整備する。

　•江戸川区自転車駐車場条例
登録制の自転車駐車場4か所について、機械式設備を設置する等の整
備を行ったうえで、使用料制の自転車駐車場として新たに設置する。

　•江戸川区立児童遊園設置及び管理に関する条例
児童遊園の一部（88か所）を江戸川区立公園条例に規定する公園へ
変更し、江戸川区立西瑞江二丁目第二児童遊園を廃止するほか、規
定を整備する。

　•江戸川区立障害者施設条例 ※4
　•江戸川区立障害者支援ハウス条例 ※4

施設の指定管理者の要件を緩和し、応募団体の範囲を拡大するため、
社会福祉法人に限定している規定を削除する。

●契約
　•江戸川区立第二葛西小学校改築工事請負契約 ※5

社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額16億8525万
円でトヨダ・イチグミ建設共同企業体と契約。

　•江戸川区立第二葛西小学校改築に伴う電気設備工事請負契約
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額2億6565万円
でカイデン・日本電設建設共同企業体と契約。

　•江戸川区立第二葛西小学校改築に伴う給排水設備工事請負契約
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額1億9530万円
で株式会社アイ・エヌ・オーと契約。

　•江戸川区立第二葛西小学校改築に伴う空調設備工事請負契約
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額2億9715万円
で株式会社アイ・エヌ・オーと契約。

　•江戸川区立船堀小学校改築工事請負契約
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額16億5375万
円で株式会社伊勢崎組と契約。

　•江戸川区立船堀小学校改築に伴う電気設備工事請負契約
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額2億7405万円
で桐井電設工業株式会社と契約。

　•江戸川区立船堀小学校改築に伴う空調設備工事請負契約 ※5
社会的要請型総合評価一般競争入札により、契約金額2億8140万円
で東京セントラルエアコン株式会社と契約。

　•仮称江戸川区地域交流センター新築工事請負契約 ※6
制限付き一般競争入札により、契約金額2億580万円で株式会社トヨダ
工業と契約。

　•都市計画道路補助第286号線（中央）街路及び雨水貯留管整備工事（その1）請負契約
制限付き一般競争入札により、契約金額3億450万円で株式会社大達
土木と契約。

　•都市計画道路補助第286号線（中央）街路及び雨水貯留管整備工事（その2）請負契約
制限付き一般競争入札により、契約金額3億4650万円で星見建設
株式会社と契約。

　•新椿橋耐震補強工事請負契約
制限付き一般競争入札により、契約金額1億9110万円でオリエンタル
白石株式会社東京支店と契約。

　•上一色中橋架替工事（その4）請負契約
制限付き一般競争入札により、契約金額5億2374万円で株式会社
サクラダ東京営業所と契約。

皆さんから出された請願・陳情

●今回の定例会で新たに委員会に付託されたもの 付 託 委 員 会 名

86号 福祉施策の復活を求める陳情 福 祉 健 康 委 員 会

87号 大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護の
実現に向けた意見書の提出を求める陳情

福 祉 健 康 委 員 会

88号 区立鹿本幼稚園の閉園延期を求める陳情 文 教 委 員 会
89号 江戸川区議会定例会・臨時会及び各種委員会傍聴

時における保育ママ等による託児の陳情
議 会 運 営 委 員 会

90号 葛西臨海公園での2020年東京五輪カヌー競技場建設計
画の変更について東京都への意見表明を求める陳情

総 務 委 員 会

91号 北小岩一丁目東部地区における土地区画整理事業とス
ーパー堤防事業との速やかな共同実施を求める陳情

建 設 委 員 会

92号 江戸川区議会本会議において全会一致で不採択となっ
た陳情第54号の説明を区議会議長に求める陳情

建 設 委 員 会

93号 公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に
関する法律に違反の是正を求める陳情

総 務 委 員 会

94号 「利害関係のある契約者からの寄付等を受ける事ができる」と
した区議会本会議で示した根拠を条例化することを求める陳情

建 設 委 員 会

95号 江戸川区補助金等交付規則の円滑運用を求める陳情 総 務 委 員 会

96号 都市公園法に違反する江戸川区立公園他施設指定
管理者基本協定書は無効とする陳情

建 設 委 員 会

97号 江戸川区教育委員会事務局処務規則第12条の改正を求める陳情 文 教 委 員 会

98号 長期の陳情審査にさせない意見集約のしやすい会派とするための陳情 議 会 運 営 委 員 会

99号 常任委員会および特別委員会の別室視聴に関する陳情 議 会 運 営 委 員 会

●今回の定例会で結果が出されたもの 結 果
83号 陳情審査を市民感覚に近付けた期間で審議して頂くための陳情 不採択（33：8）

●今回の定例会で取り下げられたもの
59号 介護職員処遇改善交付金の継続を求める陳情

•物品の買入れについて ※6
随意契約により、江戸川区内共通商品券（長寿祝品贈呈用）を契約金額
1億6050万円で江戸川区商店街振興組合連合会と契約。

●報告
　•専決処分した事件の報告

支払期限が到来している江戸川区学童クラブ育成料の支払を求める
訴えの提起について、15件の専決処分を行った。

　•専決処分した事件の報告
江戸川区の私債権の管理に関する条例の規定に基づき、江戸川区生活
一時資金貸付金、江戸川区療養出産資金貸付金及び江戸川区国民健康
保険出産費資金貸付金の返済を求める訴えの提起について、346件の
専決処分を行った。

　•専決処分した事件の報告
江戸川区の私債権の管理に関する条例の規定に基づき、江戸川区生活
一時資金貸付金及び江戸川区療養出産資金貸付金の返済を求める訴
えに係る和解について、13件の専決処分を行った。

　•放棄した私債権の報告
198件、総額5億5987万3317円の債権を放棄した。

　•平成23年度江戸川区一般会計の継続費の繰越使用
上一色中橋架替ほか2件。

　•平成23年度江戸川区一般会計の繰越明許費の繰越使用
くらしの便利帳印刷ほか13件。

　•平成23年度江戸川区一般会計の事故繰越の繰越使用
葛西駅西自転車置場撤去工事及び新川広場橋（三角橋）架設工事（その３）。

　•議決を得た契約の契約変更
新川護岸耐震補強工事（その3）
仮設人道橋を早期に撤去したことで、鉄材のリース費用を変更した
こと等による減額変更。
上一色中橋架替工事（その3）
地中障害物の撤去を追加したこと等による増額変更。

※印は賛否の分かれた議案
※１　賛成 40（自由民主党、公明党、みんなの党・一人の会、民主・ネットの一部、

日本共産党、志士の会、自民党日本、えどがわ区民ひろば）
 反対 1（民主・ネットの一部）
※２　賛成 36（自由民主党、公明党、民主・ネット、日本共産党、志士の会、

自民党日本）
 反対 5（みんなの党・一人の会、えどがわ区民ひろば）
※３　賛成 32（自由民主党、公明党、民主・ネット、自民党日本）
 反対 9（みんなの党・一人の会、日本共産党、志士の会、えどがわ区民ひろば）
※４　賛成 38（自由民主党、公明党、みんなの党・一人の会、民主・ネット、

志士の会、自民党日本、えどがわ区民ひろば）
 反対 3（日本共産党）
※５　賛成 36（自由民主党、公明党、民主・ネット、日本共産党、自民党日本、

えどがわ区民ひろば）
 反対 5（みんなの党・一人の会、志士の会）
※６　賛成 37（自由民主党、公明党、民主・ネット、日本共産党、志士の会、

自民党日本、えどがわ区民ひろば）
 反対 4（みんなの党・一人の会）
※印以外の議案は全会一致で可決
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代表質問代表質問
行財政改革・公共施設・
地域防災のあり方を問う

自由民主党

田島　すすむ
問　さらなる行財政改革について　さらなる行財政改革について
①今後も引き続き健全な財政運営を図っていく①今後も引き続き健全な財政運営を図っていく
ためには、施策全般の検討と見直しをしていかためには、施策全般の検討と見直しをしていか
なければならない。さらなる行財政改革、施策なければならない。さらなる行財政改革、施策
の見直しへの意思決定までのプロセス、議会やの見直しへの意思決定までのプロセス、議会や
区民との合意形成をどのように進めていくのか。区民との合意形成をどのように進めていくのか。
②厳しい財政状況の中、効果が期待できる東②厳しい財政状況の中、効果が期待できる東
京都方式の公会計システムを導入してはどうか。京都方式の公会計システムを導入してはどうか。
答　①あらゆる分野にわたって施策を見直して
いる。細部まで検討し、今日的に意義の薄れ
てきた施策は改めていきたい。秋頃には議会
に掲示し、意向を聞いて来年度予算につなげ
ていきたい。
②東京都の公会計システムは非常に合理的に
できている。導入にむけ、時間や経費はかか
るが、区の実情に合ったシステムとして組み替
え、作り上げていく。
問　「公共施設のあり方懇話会」の設置にあた　「公共施設のあり方懇話会」の設置にあた
り、今後の公共施設のあり方をどのように検討り、今後の公共施設のあり方をどのように検討
していくのか。また、小中学校等の統廃合を含していくのか。また、小中学校等の統廃合を含
めた有効活用への道筋は。めた有効活用への道筋は。

答　建築後50年を迎える大型施設がある一方、
都営住宅の建て替え等により自由に使える土地
が将来的に出てくる。施設配置と土地活用を想
定し議論していただきたい。小中学校の統廃合
は、学校改築計画の見直しを考慮に入れる必要
があるので、別に検討をしていくことになる。
問　地域防災について　地域防災について
①水害に弱い本区を守るため、国に対してスーパ①水害に弱い本区を守るため、国に対してスーパ
ー堤防など災害に強い強固な堤防整備の要請を。ー堤防など災害に強い強固な堤防整備の要請を。
②複合災害に対する検討の中でどのような課②複合災害に対する検討の中でどのような課
題が生じているか。また、検討をふまえた地題が生じているか。また、検討をふまえた地
域防災計画修正の検討状況は。域防災計画修正の検討状況は。
答　①スーパー堤防事業は国の有識者会議で、
整備すべき部分は進めるべきという結論が出た。
進んでいないのは遺憾である。早期に実施しな
ければならないという決意は変わらない。
②区民に対して複合災害への問題提起をして
いく必要がある。国や都の被害想定を前提に
しながら、地域防災計画をまとめあげていく。

公共施設マネジメントの推
進と新公会計制度の導入を

公　明　党

関根　まみ子

問　公共施設のあり方などを総合的に判断し、　公共施設のあり方などを総合的に判断し、
再構築する公共施設マネジメントの取り組みは。再構築する公共施設マネジメントの取り組みは。

また、マネジメントの指標として、東京都方式また、マネジメントの指標として、東京都方式
の新公会計制度の導入を。の新公会計制度の導入を。
答　「公共施設のあり方懇話会」を設置し、老
朽施設の将来の方向性だけでも明確にしたい。
新公会計制度とも絡めて、財政的にも効率性を
求めていきたい。
問　迅速かつ正確な災害情報伝達について　迅速かつ正確な災害情報伝達について
①防災行政無線の配備計画は。また、テスト①防災行政無線の配備計画は。また、テスト
と認知度向上のため、日頃からの放送を。と認知度向上のため、日頃からの放送を。
②緊急時に自動で電源が入り、緊急情報が流②緊急時に自動で電源が入り、緊急情報が流
れる防災ラジオの導入検討を。れる防災ラジオの導入検討を。

答　①防災計画作成にあたり、防災行政無線
の拡充を視野に入れる必要がある。使用は有
事に限っている。
②人口の多い本区では購入費助成は難しい。
個人での購入を推奨していきたい。
問　通学路の安全対策について、通学路総点　通学路の安全対策について、通学路総点
検の取り組みは。また、警察等と連携して行う検の取り組みは。また、警察等と連携して行う
緊急合同点検をどう推進していくのか。緊急合同点検をどう推進していくのか。
答　年 2回の登下校時の保護者点検に加え、
ＰＴＡなどの学校関係者に安全点検のお願いを
している。警察等と一体となって、危険な箇所
を可能なところから解決していく。
問　熟年者の介護予防と社会参加の促進のた　熟年者の介護予防と社会参加の促進のた
め、介護施設利用者などを支援する「熟年介護め、介護施設利用者などを支援する「熟年介護
サポーター制度」の充実を。サポーター制度」の充実を。
答　開始したばかりなので、経過を見て考えな
ければいけない。行政や介護保険制度だけで
行き届かない部分を地域力で取り組むことが
重要である。
問　子宮頸がん検診にＨＰＶ（ヒトパピロ―マ　子宮頸がん検診にＨＰＶ（ヒトパピロ―マ
ウイルス）検査の導入を。ウイルス）検査の導入を。
答　がん自体を診断できるものではない。引
き続き、がん検診受診率向上とワクチン接種を
積極的に勧めていきたい。

財政立て直しと教育委
員会のあり方について

みんなの党・一人の会

ふかえ　一之

問　税収悪化や福祉費増加など厳しい状況の　税収悪化や福祉費増加など厳しい状況の
中で、財政立て直しへの区長の考えは。中で、財政立て直しへの区長の考えは。
答　区の活力向上を念頭に置き、施策を議論し
ていく。地域力をさらに活用し、行政と地域力
が相まって支えていく必要がある。生活保護
等の国の制度は国政の問題として考え、自治
体としてできることに取り組んでいく。
問　教育委員会のあり方について　教育委員会のあり方について
①金環日食への取り組みは学校で大きな差が①金環日食への取り組みは学校で大きな差が
あった。教育委員会で指導できなかったのか。あった。教育委員会で指導できなかったのか。
②行わないとしていた日光林間学校で放射線②行わないとしていた日光林間学校で放射線
測定を最近行った経緯は。測定を最近行った経緯は。
③子どもが減っている中、学校の統廃合も視③子どもが減っている中、学校の統廃合も視

野に入れ、教育費の見直しに早め早めの対応を。野に入れ、教育費の見直しに早め早めの対応を。

答　①貴重な機会であるという情報提供は
行ったが、実施方法は各学校の判断に委ねた。
消極的に見られる面はあったかもしれない。
②日光市が行った測定結果から安全と判断し
てきた。区の測定への取り組みの進展に伴い、
夏の林間学校を前に現場測定を行った。
③教育費においてもすべての事業を見直してい
る。人口が減少見込みでも偏りがでてくるので、
統廃合は一つひとつ検討していきたい。
問　小岩駅周辺の再開発に伴い、高層ビル建　小岩駅周辺の再開発に伴い、高層ビル建
設が検討されている。小岩になじんだ景観と設が検討されている。小岩になじんだ景観と
なっているのか。さまざまな角度での検証を。なっているのか。さまざまな角度での検証を。
答　まちづくり協議会の景観部会や専門家等
の意見も入れ結論を得てきた。ガイドラインを
作成し、順次事業を進めていきたい。

公共施設におけるPPSの
活用と電力入札について

民主・ネット

えぞえ　亮一

問　電力の安定供給が確立された際には、安　電力の安定供給が確立された際には、安
価な電気調達が容易になると予想される。ＰＰ価な電気調達が容易になると予想される。ＰＰ
Ｓ（特定規模電気事業者）の活用と電力入札のＳ（特定規模電気事業者）の活用と電力入札の
導入準備を。導入準備を。
答　さまざまな調査をしている。安定供給と、
相応に安い価格が条件となる。小学校約 50
校への供給が可能と考えているため、条件が
整えば入札を進めたい。
問　交通安全対策について　交通安全対策について
①交差点事故減少にむけた取り組みは。①交差点事故減少にむけた取り組みは。
②西葛西地域で行われているブルーレーン（自②西葛西地域で行われているブルーレーン（自
転車専用通行帯）の今後の整備方針は。転車専用通行帯）の今後の整備方針は。
③ブルーレーンでの一方通行規制等により、対③ブルーレーンでの一方通行規制等により、対
面事故の防止を。面事故の防止を。
④自転車走行ルールの周知徹底と大人に対し④自転車走行ルールの周知徹底と大人に対し
ても交通ルール教育を。ても交通ルール教育を。

答　①事故の多いエリアから改良に取り組ん
でいる。成果を検証し、拡大していきたい。
②試行的に導入し、拡大をしている。成果があ
れば積極的に進めていきたい。
③自転車は車道を左側通行するように路面表
示を行っている。警視庁と人や自転車の通行量
を検証しており、成果をみて拡大の方向で取り
組んでいきたい。
④幼稚園等で子どもと一緒に保護者にも交通
ルールを教えている。大人の入口となる高校生
に対しても力を入れて取り組んでいる。
問　子どもを大切にする施策を推し進めるた　子どもを大切にする施策を推し進めるた
めに、ロタウイルスワクチンへの助成を。めに、ロタウイルスワクチンへの助成を。
答　まだ法定接種化の予定はない。国の審議
会では重症度等を勘案し、公費投入へは検討
の余地があるとしている。

区政への質問
　6月 25日に代表質問及び一般質問、26日に一般質問が行われ、活発な論議が展開
されました。ここでは質問と答弁の要旨を掲載します。

公共施設のあり方

防災ラジオの導入

金環日食の観察

ブルーレーンの整備
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原発からの撤退、放射
能対策、孤独死ゼロを

日本共産党

セバタ　勇

問　原発撤退と自然エネルギーへの転換を。　原発撤退と自然エネルギーへの転換を。
また、大飯原発再稼働についての見解は。また、大飯原発再稼働についての見解は。
答　専門家の中でも多様な意見がある。冷静
な議論や探究を深め、政治として責任ある態
度決定をしていくべきである。
問　電気料金値上げにおける区の態度は。ま　電気料金値上げにおける区の態度は。ま
た値上げによる区の影響とＰＰＳ（特定規模電た値上げによる区の影響とＰＰＳ（特定規模電
気事業者）への取り組みは。気事業者）への取り組みは。

答　区長会として情報開示や経営合理化など
を要望した。電気料金は昨年比 8600万円の
増加を想定している。PPSは施設によって向き
不向きがあるので、吟味していきたい。
問　放射能問題について、測定や清掃管理、　放射能問題について、測定や清掃管理、
測定器の貸出しなど区民要望への対応を。測定器の貸出しなど区民要望への対応を。
答　正確な情報を客観的、冷静に伝えていく。
不安解消のためにやるべきことは行ってきた。
問　生活保護制度について　生活保護制度について
①扶養義務強化は虐待など家庭問題を抱える①扶養義務強化は虐待など家庭問題を抱える
人には死活問題となる。扶養義務強化反対を。人には死活問題となる。扶養義務強化反対を。
②就労・自立支援強化のため、ケースワーカー②就労・自立支援強化のため、ケースワーカー
のさらなる増員を。のさらなる増員を。
③孤独死の実態調査や緊急通報システム「マモ③孤独死の実態調査や緊急通報システム「マモ
ルくん」拡充等によるさらなる予防対策を。ルくん」拡充等によるさらなる予防対策を。
答　①調査権強化によって不正を排除できる。
家庭問題など特異な事例によって、一般的な
調査権強化が悪いとしてはならない。
②保護世帯増加に合わせケースワーカーも増員
し、一人あたりの対象件数を維持している。
③民生委員などによる見守りネットワークによ
って、状況把握と対応をしている。その中で「マ
モルくん」も活用している。地域と連携して孤
独死ゼロを目指していきたい。

一般質問一般質問
災害弱者、介護保険料、
歳出抑制について

自由民主党

川口　としお

問　災害時の情報収集、発信、管理について災害時の情報収集、発信、管理について
①的確な地域情報が区民の最大の情報のより①的確な地域情報が区民の最大の情報のより
所となる。ケーブルテレビ等との防災協定の現所となる。ケーブルテレビ等との防災協定の現
状は。状は。
②孤立した熟年者や地域コミュニティから捕捉②孤立した熟年者や地域コミュニティから捕捉
されていない方が存在している。個人情報を町されていない方が存在している。個人情報を町
会等の責任ある人に提供するなど、個人情報会等の責任ある人に提供するなど、個人情報
を有効活用するシステムの構築を。を有効活用するシステムの構築を。
答　①Ｊ：ＣＯＭとしっかりした協定を結んで
いく。いかなる状況でも対応できるような仕組
みづくりをしていかなければいけない。
②ある程度落ち着いた場面での個人情報活用
はあり得るが、発災直後の活用は難しい。現実
を想定した積み重ねが必要であり、危機管理

のトレーニングを行っていく。
問　第 5 期介護保険事業計画により、今年　第 5 期介護保険事業計画により、今年
度から保険料基準額は増額となった。保険料度から保険料基準額は増額となった。保険料
に視点を置いた介護保険の中長期的な考えは。に視点を置いた介護保険の中長期的な考えは。
答　在宅看護の基盤を増やし、地域力での介
護の拡充を図っていく。介護施設を増設すれ
ば保険料はさらに上がるので、全体のバランス
を考えていく。保険料低減には、区民の健康
が欠かせない。いろいろな知恵を出していかな
いとならない。
問　歳出抑制の取り組みについて、区民への　歳出抑制の取り組みについて、区民への
迎合主義的な要素はなかったか。また、迎合迎合主義的な要素はなかったか。また、迎合
主義をどのように考えるか。主義をどのように考えるか。
答　迎合主義的な要素が全くないというわけ
ではない。初心を貫徹していく心意気を持って
努力しなければいけない。
問　尖閣諸島問題や北朝鮮ミサイル問題など、　尖閣諸島問題や北朝鮮ミサイル問題など、
危機的国際状況に直面する国民の国家観と防危機的国際状況に直面する国民の国家観と防
衛意識について区長のご所見を。衛意識について区長のご所見を。
答　世界には非常に劣悪な状況に陥っている
国もあり、今の日本の生活を問い直す必要が
ある。

北小岩地域の街づくり災害・
省エネ対策のさらなる拡充

公　明　党

堀江　そういち

問　北小岩地域の安全安心のまちづくりにつ　北小岩地域の安全安心のまちづくりにつ
いて、防災の問題点をどう認識し、区民の不安いて、防災の問題点をどう認識し、区民の不安
の声に対してどう応えていくのか。の声に対してどう応えていくのか。
答　さまざまな課題があるが、スーパー堤防と
合わせたまちづくりが複雑な問題となっている。
まずは北小岩18班地区を解決し、先に進みたい。
問　省エネと再生可能エネルギーについて　省エネと再生可能エネルギーについて
①「エコタウン日本一」を目指す本区として、①「エコタウン日本一」を目指す本区として、
省エネの意識向上をどう進めていくのか。省エネの意識向上をどう進めていくのか。
②補助金制度の導入等により再生可能エネル②補助金制度の導入等により再生可能エネル
ギー普及のさらなる推進を。ギー普及のさらなる推進を。
答　①地球環境を守るという立場で、「もった
いない運動」を中心にさまざまに取り組んでき
た。今後も普及に努めていく。
②補助を行っている区もあるが、実績があがっ
ていない。もう少し動向を見ていきたい。
問　ゲリラ豪雨対策の一環として、学校改築時　ゲリラ豪雨対策の一環として、学校改築時
に雨水貯留施設の設置を。に雨水貯留施設の設置を。
答　下水道の処理能力を考え、道路、公園等
に貯留槽を設置してきた。改築校への設置も
状況を考慮して進めていきたい。
問　地域で問題となっている倒壊の危険性の　地域で問題となっている倒壊の危険性の
ある老朽空き家等への対策を。ある老朽空き家等への対策を。
答　管理不良だけでなく、良好なものも含め相
当数の空き家がある。すべての空き家を調査
分類し、地域のためにどう活用するか考えてい
きたい。緊急対応が必要なものは個別対応する。
問　ペットとの共生について、犬のしつけ方教　ペットとの共生について、犬のしつけ方教
室の積極的な開催とマナーの周知を。室の積極的な開催とマナーの周知を。
答　犬のしつけ方教室は年1、2回開催してい
る。開催回数を増やしながら、飼い主に啓発を
していく。マナーの問題は地域をあげて取り組
まなければならない。ペットに対するマナーを
もっと向上させていきたい。

区民垂涎の破格の高
給天下り人事を問う

みんなの党・一人の会

上田　令子

問　江戸川区役所の組織体質について　江戸川区役所の組織体質について
①「えどがわエコセンター」理事長に年収約「えどがわエコセンター」理事長に年収約
814万円で元環境部長が就任した。外郭団体へ814万円で元環境部長が就任した。外郭団体へ
の退職職員の再就職あっせん人事の妥当性は。の退職職員の再就職あっせん人事の妥当性は。
②外郭団体派遣職員の人件費を区の補助金か②外郭団体派遣職員の人件費を区の補助金か
ら支払っていたことへの違法性の認識は。ら支払っていたことへの違法性の認識は。
③就業時間中の職員の喫煙指導と延期となっ③就業時間中の職員の喫煙指導と延期となっ
た区施設全面禁煙の実施予定は。た区施設全面禁煙の実施予定は。
④使用料免除の組合事務室等への対応は。④使用料免除の組合事務室等への対応は。
答　①団体の要請を受け、本人の意思確認の
上で区が紹介し、団体で決定している。給与は
区の再任用制度に準じた取り扱いをしている。
②他自治体での違法判決をふまえ改めていく。
③強制的ではなく、職員の努力を求めていく。
全面禁煙の予定は明確には決めていない。
④整理して、秋頃には議会に提案したい。

放射能対策・発達障がい支
援・電力供給体制多元化を

民主・ネット

新村　井玖子

問　放射能対策について　放射能対策について
①消費者庁からの貸与機器をさらに活用し、①消費者庁からの貸与機器をさらに活用し、
学校給食と学校菜園など非流通品の測定を。学校給食と学校菜園など非流通品の測定を。
②危機管理室の責任のもとで、一元化した適②危機管理室の責任のもとで、一元化した適
切でタイムリーな情報発信を。切でタイムリーな情報発信を。
③次代を担う子どもたちのために、定点・継続③次代を担う子どもたちのために、定点・継続
的な放射線測定とデータの蓄積を。的な放射線測定とデータの蓄積を。
答　①給食を食べる前の検査態勢は取りにく
い。持ち込み検査の実施は難しい。
②危機管理室による区民への正確な情報提供
と区組織一体化にむけ情報管理を行っていく。
③区内の全体的な空間放射線量に問題はない
ので、継続測定は考えていない。
問　発達障がい支援について　発達障がい支援について
①支援を確実に進めるため、支援方針や発達障支援を確実に進めるため、支援方針や発達障
がいに特化した基本計画・実施計画の策定を。がいに特化した基本計画・実施計画の策定を。
②生涯にわたる個別継続支援の実施を。②生涯にわたる個別継続支援の実施を。
③障がいへの理解者を拡大するため、子ども③障がいへの理解者を拡大するため、子ども
に関わる人への研修実施と区民への啓発を行に関わる人への研修実施と区民への啓発を行
うなど支援基盤の拡大を。うなど支援基盤の拡大を。
答　①プロジェクトを組んで研究している。7
月に方針を出し、進行管理をしていく。
②個別支援シートを作成中である。活用によっ
て個別計画を作成し、一貫した支援を行う。
③専門家による受入スタッフへの研修、年代
別のリーフレットによる啓発を行っている。
問　環境負荷が少ない電力供給ができるPPS　環境負荷が少ない電力供給ができるPPS
（特定規模電気事業者）の導入を。また、再生（特定規模電気事業者）の導入を。また、再生
可能エネルギーの導入目標値の設定を。可能エネルギーの導入目標値の設定を。
答　多くの自治体と情報交換し、PPSを調査
している。都の目標である2020 年までに再
生可能エネルギー20％にむけ努力する。

電気料金の値上げ
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持続可能な国保制度に
災害に強い街づくりを

日本共産党

大橋　みえ子

問　持続可能な国民健康保険制度のために　持続可能な国民健康保険制度のために
①国に対して、負担割合引き上げと、保険料値①国に対して、負担割合引き上げと、保険料値
上げにつながる広域化見直しの要望を。上げにつながる広域化見直しの要望を。
②低所得者への経過措置の継続を。②低所得者への経過措置の継続を。
答　①抜本的な改革を長年要請している。広
域化も、財政的な構造が変わらなければ医療
保険制度の前進にはならない。
②区長会で決定されるが、経過措置は継続す
べきでないと考えている。
問　災害に強いまちづくり、発災時の「犠牲者　災害に強いまちづくり、発災時の「犠牲者
ゼロ」をめざす対策についてゼロ」をめざす対策について
①国や都に対して、危険度が高い荒川・中川左①国や都に対して、危険度が高い荒川・中川左
岸堤防強化の要請を。岸堤防強化の要請を。
②地域防災計画とともに、区民にわかりやす②地域防災計画とともに、区民にわかりやす
い避難行動計画の作成と周知を。い避難行動計画の作成と周知を。
③住宅耐震工事促進のために、多様なニーズに③住宅耐震工事促進のために、多様なニーズに
応えられる耐震補強助成制度の拡充を。応えられる耐震補強助成制度の拡充を。
④木造密集地域の火災被害防止のため、不燃④木造密集地域の火災被害防止のため、不燃
化改修の助成を。化改修の助成を。
⑤民間施設や団体と区との地域防災協定の推進を。民間施設や団体と区との地域防災協定の推進を。
答　①都の被害想定見直しの結果をみて、一
番望ましい補強方法を得ていきたい。
②被害想定の周知は非常に難しい。不安をあ
おらないようよく研究していく。
③耐震化促進のため、今の助成制度の内容で
いいか検討している。
④密集地域改善と耐震改修工事で対応していく。
⑤ 52の協定を結んでいる。特養ホームやマン
ションとの協定は、地域に密着した避難となる
ので地元の方同士の協定が望ましい。

常に備える防災・危機
管理の取り組みを問う

自民党日本

須賀　清次

問　常に備える防災の観点から、犠牲者ゼロ　常に備える防災の観点から、犠牲者ゼロ
をめざし区民をどのように導いていくのか。をめざし区民をどのように導いていくのか。
答　区の置かれている状況の区民への周知
と複合災害の検討が必要である。また、堤
防の強化等、水への防御を継続していきたい。
問　危機管理の取り組みについて、さまざまな　危機管理の取り組みについて、さまざまな
課題とその対応は。課題とその対応は。
答　冷静かつ的確な対応ができるよう、さま
ざまな想定のもと、シミュレーションを積み重
ねることで実効性を高めていきたい。

区民の良識と利他の心を
信頼する開かれた政治を

えどがわ区民ひろば

滝沢　やすこ

問　相談者を追い詰めない生活保護の運用を。　相談者を追い詰めない生活保護の運用を。
答　憲法が保障する生活弱者救済を全うでき

るよう努力する。不正探しにより本末転倒にな
ってはいけない。
問　鉄道駅へのホームドア設置の要望を。　鉄道駅へのホームドア設置の要望を。
答　財政問題があり、長期的な課題である。
問　放射線対策の政策形成で区民との対話を。　放射線対策の政策形成で区民との対話を。
答　区は専門性を持っていないので、権威ある
機関からの情報の周知が区の役割と考える。
問　施策見直しにパブリックコメント実施を。　施策見直しにパブリックコメント実施を。
答　パブリックコメントにはなじまないが、多
くの意見を反映して取り組む。

区内バス路線について
公有地の有効活用を！

自由民主党

田島　てつたろう

問　都が葛西水再生センターを天然ガス発電　都が葛西水再生センターを天然ガス発電
所建設候補地の一つにしている。区としてどの所建設候補地の一つにしている。区としてどの
ように考えているのか。ように考えているのか。
答　都の調査結果を待たないと区への影響は
分かりにくい。建設には地元の同意を前提とし
ている。オリンピック施設用地との関連も考え
ながら対応していく。
問　自転車交通安全対策について、具体的な　自転車交通安全対策について、具体的な
取り組みは。取り組みは。
答　西葛西地区をモデルに、ブルーレーンを整
備するとともに車道の左側通行の徹底を警視
庁と連携して実施している。成果を見て、各地
区に広げていきたい。中高生へのマナー向上
や安全指導も強化していく。
問　区内バス路線について　区内バス路線について
①バス利用促進と地域格差解消のために、区①バス利用促進と地域格差解消のために、区
内バス共通一日乗車券の発売を。内バス共通一日乗車券の発売を。
②イベントへの集客手段として、交通の利便性②イベントへの集客手段として、交通の利便性
がよくない会場へのシャトルバスの運行を。がよくない会場へのシャトルバスの運行を。
答　①バス事業者連絡会で提案している。採
算や料金配分等さまざまな課題がある。区民
の総意として事業者と交渉していきたい。
②採算的に厳しい面がある。事業者にイベント
情報を積極的に伝え、少しでも多くの取り組み
ができるよう働きかけたい。
問　歳入増加への資産の有効活用について　歳入増加への資産の有効活用について
①区所有の未活用地の有効利用を。①区所有の未活用地の有効利用を。
②区内施設に施設命名権導入を。②区内施設に施設命名権導入を。
③区が発送している事務用封筒に広告募集を。③区が発送している事務用封筒に広告募集を。
答　①遊休地はそれほどないが、事業未完成
のため空き地に見える土地がある。一刻も早
く事業を完成させ、公の利用に供することを最
優先に考えていく。一時的には駐車場などに使
うこともあり得る。
②宣伝効果の大きい施設が対象となる。該当
する施設が区内にあるか研究課題としたい。
③財政努力を区民に周知する意味でも、活用
にむけ研究していきたい。

地域防災リーダーの育成を！
災害支援型自動販売機の推進を！

公明党

所　たかひろ

問　地域住民による初期消火活動推進のため、　地域住民による初期消火活動推進のため、

水道管の排水栓を利用する器具の設置助成と水道管の排水栓を利用する器具の設置助成と
運用訓練の実施を。運用訓練の実施を。
答　器具の配備による防災力向上には、地域
の協力が欠かせない。地域との連携の中で勧
めていきたい。
問　防災・減災の取り組みの要となる地域防災　防災・減災の取り組みの要となる地域防災
リーダー育成を。リーダー育成を。
答　町会長等の地域のさまざまなリーダーをサ
ポートできる行動力のあるリーダーが重要であ
る。資質あるリーダーが地域から輩出されるよ
う取り組みたい。
問　複合災害の被害想定に基づいた避難行動　複合災害の被害想定に基づいた避難行動
の周知と避難場所への誘導標識の設置を。の周知と避難場所への誘導標識の設置を。
答　低地帯ゆえに複合災害の可能性もある。
さまざまな災害状況を類型化しながら、整理し
ていきたい。避難場所の明示も難しい問題だ
が、わかりやすく区民に伝えていきたい。
問　防災教育の充実について　防災教育の充実について
①避難所等では中学生の活躍も期待されてい①避難所等では中学生の活躍も期待されてい
る。防災教育の中でどう取り組んでいくのか。る。防災教育の中でどう取り組んでいくのか。
②教員の防災意識向上のため、研修の充実を。②教員の防災意識向上のため、研修の充実を。
答　①地域の防災イベント等への参加を促すこ
とで、体験的な防災教育を充実させていきたい。
②救命講習等のさまざまな研修を行っている。
防災講演の実施も検討していきたい。
問　学校施設における、外壁や設備機器等の　学校施設における、外壁や設備機器等の
非構造部材の耐震点検実施状況とその対策は。非構造部材の耐震点検実施状況とその対策は。
また、専門家による耐震点検実施を。また、専門家による耐震点検実施を。
答　国の指針に沿って点検を行っている。震災
後、全校で目視点検を行い、今年度4 校の天
井材を改修する。国による専門家の支援制度
ができれば、活用し点検を進めていきたい。
問　大規模災害時に飲料を無償提供できる「災　大規模災害時に飲料を無償提供できる「災
害支援型自動販売機」の設置推進を。害支援型自動販売機」の設置推進を。
答　飲料水の確保策として有用であり、しっか
り取り組んでいきたい。

学校改修工事における
一者入札の改善を

みんなの党・一人の会

ます　秀行

問　葛西臨海公園地区の将来像について　葛西臨海公園地区の将来像について
①葛西臨海公園の管理を都から区へ移管を。①葛西臨海公園の管理を都から区へ移管を。
②オリンピック施設と天然ガス火力発電所の②オリンピック施設と天然ガス火力発電所の
候補地となったことについて、区長の見解は。候補地となったことについて、区長の見解は。
答　①区の全体管理がよいと思っている。「都
区のあり方検討会」の状況を見守っていく。
②今後の成り行きに注目しながら、区の願望
が通るよう何がなんでも努力していく。
問　公共施設マネジメントの推進状況は。　公共施設マネジメントの推進状況は。
答　「公共施設のあり方懇話会」により、老朽
化した大型施設と用地をどう組み合わせるか
共通認識を持つ下地づくりをしたい。
問　学校改修工事における一者入札の改善を。　学校改修工事における一者入札の改善を。
答　入札推移を見ながら業界の話に耳を傾け、
総合的な評価を行い、改善方法を考えていく。

区議会ホームページ
第 2回定例会の会議録は、9月中旬から
ホームページでご覧いただけます。
ご活用ください。
URL http://www.gikai.city.edogawa.tokyo.jp/
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江戸川区議会事務局　☎5662-6736（ダイヤルイン）

区議会の構成区議会の構成（８月１日現在）（８月１日現在）

委員会名 委　員　名
 

総務委員会

（９名）

◎須賀　精二 所　たかひろ 福本　みつひろ

○中道　たかし えぞえ　亮一 セバタ　勇

　ます　秀行 田中　寿一 川瀬　やすのり

生活振興

環境委員会

（８名）

◎堀江　そういち 大西　洋平 間宮　由美

○田島　てつたろう ふかえ　一之 田島　すすむ

　滝沢　やすこ うざわ　悦子

福祉健康

委員会

（９名）

◎関根　まみ子 竹平　ちはる 早川　和江

○斉藤　まさたか 大橋　みえ子 竹内　すすむ

　金井　茂 上田　令子 川口　としお

文教委員会

（９名）

◎高木　ひでたか 佐々木　ゆういち 中里　省三

○伊藤　てる子 窪田　龍一 ふじさわ　進一

　中津川　まさあき 田中　けん 島村　和成

建設委員会

（８名）

◎八武崎　一郎 小俣　のり子 渡部　正明

○太田　きみひろ 須賀　清次 片山　とものり

　新村　井玖子 田中　じゅん子

議会運営委員会

（１５名）

◎福本　みつひろ 窪田　龍一 ふじさわ　進一

○川瀬　やすのり 関根　まみ子 セバタ　勇

　大西　洋平 田島　てつたろう 田中　じゅん子

　ふかえ　一之 小俣　のり子 須賀　精二

　えぞえ　亮一 中道　たかし 八武崎　一郎

行財政改革

特別委員会

（１２名）

◎窪田　龍一 太田　きみひろ セバタ　勇

○田中　寿一 斉藤　まさたか 川口　としお

　ます　秀行 中里　省三 八武崎　一郎

　佐々木　ゆういち 伊藤　てる子 片山　とものり

災害対策 ・

街づくり推進

特別委員会

（１２名）

◎田中　じゅん子 上田　令子 うざわ　悦子

○ふじさわ　進一 窪田　龍一 高木　ひでたか

　金井　茂 堀江　そういち 早川　和江

　中津川　まさあき 斉藤　まさたか 間宮　由美

熟年者支援

特別委員会

（１１名）

◎渡部　正明 えぞえ　亮一 中道　たかし

○小俣　のり子 関根　まみ子 川瀬　やすのり

　滝沢　やすこ 田島　てつたろう 須賀　精二

　大西　洋平 田中　けん

子育て・

教育力向上

特別委員会

（１２名）

◎田島　すすむ 所　たかひろ 田中　寿一
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区議会自由民主党　　直通5662－5111
http://www.edogawa-j.org/

幹 事 長  福本みつひろ 3877－0541 東葛西8－7－33

幹事長代行 ふじさわ進一 3658－0783 南小岩6－28－11

副幹事長 須賀　　精二 3679－4445 江戸川2－8－1

幹　　事 八武崎　一郎 3678－8213 新堀1－12－7－101

幹　　事 田島てつたろう 3670－2426 春江町2－41－12

幹　　事 大西　　洋平 5664－2024 篠崎町2－401－7－305

 斉藤まさたか 3672－5849 北小岩8－24－6

 田中　　寿一 5679－0413 船堀3－1－3　

 高木ひでたか 5661－4608 一之江3－18－3

 早川　　和江 5678－0777 松本1－10－6

 川口　としお 3675－5994 南葛西6－13－14

 島村　　和成 3617－3471 平井5－51－12　

 田島　すすむ 3670－7716 鹿骨4－21－2　

 渡部　　正明 3653－9346 松島4－20－13　

 片山とものり 3650－0687 東小岩6－25－14

江戸川区議会公明党　　直通5662－5112
http://www.e-komei.com/

幹 事 長  川瀬やすのり 5636－5530 江戸川1－21－23

副幹事長 田中じゅん子 3677－4973 上篠崎3－10－11

副幹事長 中道　たかし 5607－0835 大杉1－1－1－703

副幹事長 関根　まみ子 3653－7553 春江町4－18－10－102

副幹事長 窪田　　龍一 3686－1939 中葛西2－26－10－1005

 佐々木ゆういち 5605－9262 北葛西5－4－15

 竹平　ちはる 5876－7376 東小岩1－15－11－103

 所　たかひろ 3670－0334 新堀1－13－7

 太田きみひろ 6657－2641 平井6－32－2

 堀江そういち  3658－8597 西小岩2－17－1－603

 伊藤　てる子 6903－7742 中葛西5－2－7－309

 うざわ　悦子 3686－7461 東葛西6－4－14－501

 竹内　すすむ 3652－6798 松江3－14－19　

みんなの党・一人の会　　直通5662－0694

幹 事 長  ふかえ　一之 3655－3337 本一色1－28－7

副幹事長 ます　　秀行 6662－7890 南葛西7－5－16－B305

幹　　事 上田　　令子 3878－9032 船堀2－11－18　

幹　　事 田中　　けん 3248－0888 中央4－25－14

民主・ネット　　直通5662－5116

幹 事 長  えぞえ　亮一 3677－6622 南篠崎町5－12－2－803

副幹事長 新村　井玖子 3877－6294 清新町1－1－4－204

幹　　事 中里　　省三 3652－8725 東小松川2－11－20

 金井　　　茂 5668－2636 北小岩6－16－1－2F

日本共産党江戸川区議員団　　直通5662－5113
http://jcpedogawa.jp/

幹 事 長  セバタ　  勇 3636－3265 平井2－25－15－504

副幹事長 小俣　のり子 3655－4422 中央2－22－4

 大橋　みえ子 5674－3753 中葛西8－6－2

 間宮　　由美 5661－5051 松江7－11－7

志士の会　　直通5662－2752

幹 事 長  中津川まさあき 3678－1660 南篠崎町1－22－2

自民党日本　　直通5662－1993

幹 事 長  須賀　　清次 3688－7001 東葛西4－27－13

えどがわ区民ひろば　　直通5662－1207

幹 事 長  滝沢　やすこ 5609－8111 平井2－24－3－103

区議会だより編集委員会（◎委員長　○副委員長）

◎ 福本　みつひろ　　ふかえ　一之　　セバタ　勇
○ 川瀬　やすのり　　えぞえ　亮一

議員辞職のお知らせ
6月15日付　木村　ながと　議員

第1回臨時会
　平成24年第1回臨時会が5月23日に開かれました。
　この議会では、常任委員会委員及び議会運営委員会委員の改選を
行うとともに、辞任による特別委員会委員の選任も行われました。
　また、この議会では区長から1件の専決処分の報告があり、これを
承認しました。

区長から出された議案
○報告
　・　・専決処分した事件の報告及び承認
 　江戸川区乳児養育手当の支給に関する条例の一部を改正する
 　条例

（◎ 委員長 ○ 副委員長）


